
Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

●公共下水道区域が広がります（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●平成22年度当初予算（4・5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●姉妹都市への中学・高校生派遣団員募集（8面） 

広報 
平成22年 
（2010年） 4.15

【座間市のお知らせ】№855 市 の 人 口●128,950人（＋705人） 
　　　　　　男65,703人　女63,247人 
市の世帯数●53,729世帯（＋777世帯） 
平成22年３月１日現在（　）は前年同月との増減 

●公共下水道区域が広がります（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●平成22年度当初予算（4・5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●姉妹都市への中学・高校生派遣団員募集（8面） 
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至相武台前駅 

会場案内（かにが沢公園） 

※都合により内容が変更になる場合があります。 
※会場で出たごみは各自で必ずお持ち帰りください。 

N

催し物案内 

菊販売・緑の相談 
山野草展示 
手作り花器 
さつき盆栽展示 
植木市 
アレジメント教室 

ポット苗販売 
 
模擬店 
スカウト展 
バザー 
野菜市 
ひまわり市 
JC座間 
環境・PR 
自然観察会 

菊の販売、庭木の手入れ相談 
山野草の展示・説明 
ペットボトルを利用した生け花体験 
サツキ盆栽の展示 
植木などの販売 
ポットへの植付教室 
一人二鉢まで、二鉢で100円 
※売り上げ金は、緑地保全基金に募金します。 
弁当、飲み物、うどんなどの販売 
ボーイ・ガールスカウトの活動展示 
各種用品のバザー 
新鮮な野菜などの販売 
日用品や菓子などの販売 
活動内容の紹介・展示・啓発活動 
電気自動車や雨水貯水槽などの展示 
会場周辺の散策（午前10時10分から本部で参加受け付け） 
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催し物名 内　　容 場所 

毎
年
恒
例
の
緑
化
祭
り
を
、
今
年
も
か
に
が
沢
公
園
を
会
場

に
開
催
し
ま
す
。

今
年
で
二
十
九
回
目
を
迎
え
る
こ
の
祭
り
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
緑
化
へ
の
関
心
を
高
め
、
緑
豊
か
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
と
緑
化
祭
り
推
進
協
議
会
の

主
催
で
開
催
す
る
も
の
で
す
。

さ
わ
や
か
な
春
の
休
日
を
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
、
花
や
緑

が
あ
ふ
れ
る
「
か
に
が
沢
公
園
」
で
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

担
当

緑
化
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
公
園
緑
政
課
内
）
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相武台前駅 

小
田
急
線
 

至新宿 

至小田原 

県立座間谷戸山公園 

図書館 
サニープレイス座間 

ハーモニーホール座間・市役所 ハーモニーホール座間・市役所 

市
緑
化
祭
り
会
場 

（
か
に
が
沢
公
園
） 

来場者駐車場 
（臨時駐車場） 

※駐車場の利用は午後２時30分までです。 
※駐車場の収容台数に限りがあるため、来場の際には公共の
交通機関をご利用ください。 

来
場
者
駐
車
場 

（
座
間
中
学
校
） 

N 式典・メイン会場プログラム 

※都合により時間や内容が変更になる場合があります。 

内　　　　容 時　　間 

9：30～10：00 開会式・植樹式 

10：10～10：40 吹奏楽演奏（栗原中学校吹奏楽部） 

10：45～11：15

 一輪車パレード、マーチングバンド 

　　　　　　　  （相武台・相模野一輪車クラブ、座間市少

女マーチングバンド） 

11：15～11：35 祭ばやし（相武台囃子連） 

11：40～12：10
 メイポールダンス（ボーイスカウト・ガールス

カウト座間連絡協議会） 

12：10～12：30
 ひまわりキャンペーン（座間市商店会連合

会） 

12：30～13：00 レクリエーションダンス（あぜみち会） 

13：00～13：20 祭ばやし（相武台囃子連） 

13：20～13：40 鳴子おどり（ひばり鳴子隊） 

13：45～14：00 閉会式 
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市
は
、
皆
さ
ん
が
清
潔
で
快

適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

公
共
下
水
道
は
、
河
川
な
ど

の
水
質
を
保
全
し
、
周
辺
環
境

の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

公
共
下
水
道
の
機
能
を
十
分
に

生
か
す
た
め
に
は
、
各
世
帯
の

接
続
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

新
た
な
供
用
開
始
区
域
は
、

相
模
が
丘
一
丁
目
・
緑
ケ
丘
二

丁
目
・
小
松
原
一
丁
目
・
相
武

台
三
丁
目
・
栗
原
中
央
一
丁
目

の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
す
。
詳
細

は
、
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
新
た
な
供
用

開
始
区
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
資

料
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。
新

た
な
供
用
開
始
に
よ
り
市
内
の

整
備
面
積
の
合
計
は
、
千
百
九

十
五
・
〇
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な

り
、
事
業
認
可
面
積
千
二
百
六

十
一
・
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

す
る
整
備
率
は
、
九
四
・
七
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
市
の
下
水
道
施
設
の
建
設

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
五
百
五

十
七
億
円
（
市
民
一
人
当
た
り

約
四
十
三
万
円
）
と
い
う
多
額

の
費
用
を
投
じ
て
い
ま
す
（
表

１
参
照
）。
多
額
の
費
用
を
掛

け
た
施
設
を
有
効
に
利
用
す
る

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
接
続

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。下

水
道
法
で
は
、
公
共
下
水

道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
そ
の

土
地
の
下
水
を
公
共
下
水
道
に

流
入
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
排

水
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
（
下

水
道
法
第
一
〇
条
）。
生
活
環

境
を
向
上
さ
せ
河
川
な
ど
の
水

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に

も
、
未
接
続
世
帯
の
一
日
も
早

い
接
続
が
望
ま
れ
ま
す
。

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
方
は
、

公
共
下
水
道
に
流
し
込
む
た

め
、
く
み
取
り
便
所
は
三
年
以

内
に
、
浄
化
槽
の
場
合
に
は
遅

滞
な
く
排
水
設
備
工
事
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
下
水
道
法

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

工
事
は
自
費
施
工
で
、
市
が
指

定
し
た
工
事
店
で
な
い
と
施
工

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
の
促
進
や
水
洗
便
所
の
普

及
の
た
め
、
助
成
制
度
と
融
資

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
対
象

は
い
ず
れ
も
公
共
下
水
道
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か

ら
三
年
以
内
に
工
事
す
る
方
で

す
。
助
成
・
融
資
額
は
次
の
と

お
り
で
、
取
扱
金
融
機
関
は
表

２
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
助
成
制
度
〉

●
く
み
取
り
便
所
の
改
造
工

事
＝
く
み
取
り
口
一
箇
所
に

つ
き
一
万
円

●
家
屋
が
二
戸
以
上
あ
る
私
道

内
に
、
排
水
設
備
を
設
置
す

る
工
事
＝
工
事
費
の
三
分
の

二
以
内
の
額

〈
融
資
制
度
〉

●
住
宅
か
ら
の
排
水
を
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
排

水
設
備
工
事
費
＝
限
度
額
五

十
万
円
（
無
利
子
）

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
公
共
下
水
道
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
た
に
公
共
下
水
道
の
接
続
が
可
能
に
な
っ
た
区
域
や
、

接
続
に
当
た
っ
て
利
用
で
き
る
各
種
助
成
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
だ
公
共
下
水
道
に

接
続
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
早
期
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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表１　管渠建設費の推移 

参考　市内人口（平成22年３月１日現在）128,950人 

昭和47年～ 

　平成19年度まで 
546億3,174万3,000円 

平成20年度 ５億1,864万6,000円 

平成21年度（見込額） ５億4,952万4,000円 

合　　計 556億9,991万3,000円 

平成22年度（予算額） ６億5,832万5,000円 

きょ 

表２　助成・融資制度取扱金融機関 

さがみ農業協同組合 
座間支店 
さがみ農業協同組合 
栗原支店 
城南信用金庫 
相武台支店 

中央労働金庫座間支店 
 
平塚信用金庫座間支店

 
 
平塚信用金庫 
相模台支店 
平塚信用金庫 
ひばりが丘支店 
平塚信用金庫 
海老名支店 

八千代銀行相武台支店 
 
八千代銀行南林間支店 
 
横浜銀行座間支店 
 
横浜銀行相模台支店 
 
横浜銀行座間駅前支店 

�046（251）0033 

�046（253）1733 

�046（255）1241 

�046（255）1155 

�046（254）6111 

�042（744）1331 

�046（256）1110 

�046（231）1088 

�046（254）9111 

�046（274）7771 

�046（252）1111 

�042（744）1231 

�046（251）5151

金融機関名 電　話 

※横浜銀行３支店での融資手続きは、相模大野支
店� 042（742）4321で行います。 

市の水道水は、約85パーセントが地下水で賄われています。しかし、
このまま都市化が進み、地面がコンクリートで覆われていくと、雨水が
地下に浸透できないため、地下水が枯渇してしまう恐れがありますので
雨水浸透施設の設置にご協力をお願いします。なお、地下に雨水を浸透
させるための施設を新たに設置する場合には、下表のとおり費用の一部
を助成する制度がありますのでご利用ください（写真・図参照）。

担当 環境対策課　�046（252）7675 �046（257）7743

雨水貯留槽

地下浸透 

砂 

砕石 

とい 

〈雨水浸透トレンチ〉

〈雨水浸透ます〉 

雨 

雨水浸透ます 
雨水浸透トレンチ 

図 

雨水浸透ます 
１基当たり12,500円 

 （重点的涵養推進区域は１基17,000円） 
雨水浸透トレンチ １メートル当たり6,500円 
浸透性アスファルト舗装 １平方メートル当たり500円 
雨水貯留槽 本体価格などの半額（上限25,000円） 

雨水浸透施設などの設置助成 

かんよう 

※雨水浸透施設に接続されていない雨どいに雨水貯留槽を設置される場合は、
助成対象外となりますのでご注意ください。なお、助成額や対象には一定の
条件がありますので、事前にご相談ください。 

市では、昭和56年５月31日以前に建築さ
れた木造住宅を対象に、無料耐震相談会を
実施します。
○と　き　５月29日（土）午前９時30分～
午後４時

○定　員　14人（申込順・時間予約制）
○相談時間　約45分
○ところ　青少年センター３階大会議室
○相談員　神奈川県建築士事務所協会座間
支部会員

○持ち物　受け付け後に市から送付された書類、確認申請などの図面
（略図でも可）、建物状況が分かる写真など
○申込方法　４月15日（木）～30日（金）に電話で担当へ
※次回の相談は、７月24日（土）に市公民館で予定しています。
※市では建物の耐震診断について、電話や訪問などによる個別の勧誘は
行っていません。
※市では、木造住宅の無料耐震相談を受け、耐震診断を希望する方には、
耐震診断費の２分の１（上限５万円）を、診断結果に基づき、改修計画
書の作成を希望する方には改修計画書作成費用の２分の１（上限５万円）
を補助します。さらに、改修計画書に基づき、耐震改修工事を実施する
場合には、耐震工事費用の２分の１（上限50万円）と現場立ち会い費用
の２分の１（上限３万円）を補助します。
※住宅耐震改修をした場合、「所得税額の特別控除」と「固定資産税額の
減額措置」の制度があります。
※�日本建築防災協会では、自宅などのパソコンから簡単に建物の耐震
診断ができる、「誰でもできるわが家の耐震診断」というプログラムを配
信しています。詳しくは、市ホームページの「相談」から「木造住宅無
料耐震相談・誰でもできるわが家の耐震診断」をご覧ください。
担当 建築・住宅課 �046（252）7396 �046（255）3550



▽とき＝４月19日（月）午前
９時30分～10時30分受け付け
▽ところ＝市民健康センター
▽内容＝身体測定、尿検査、
血圧測定、体脂肪測定と相談

▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝随時▽ところ＝市役
所１階保健医療課▽内容＝食
事療法や健康全般についての
栄養士・保健師による相談▽
持ち物＝健康手帳（お持ちで
ない方には当日発行）▽申込
方法＝電話予約

▽とき＝４月16日（金）、28日
（水）午後１時15分～２時15分受
け付け（時間厳守）▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成22年
１月生まれ（対象者には個人通知
します）、対象月に受けられなか
った６カ月未満児

▽とき＝４月27日（火）午前９
時30分～10時30分▽ところ＝市
公民館▽内容＝身体測定と食
事・発育状態・育児の相談▽持
ち物＝母子健康手帳▽申込方
法＝直接会場へ

▽受付時間＝午後１時15分～２時15分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝３カ月～７歳６カ
月未満（なるべく１歳６カ月までに）

広報ざま【座間市のお知らせ】No.855 平成22年（2010年）４月15日３

保 予 保健医療課 

対　象 
と　　き 

６月生まれ 

２・７月生まれ 

９月生まれ 

12月生まれ 

４月15日（木） 

 

４月22日（木） 

４月26日（月） 

４月19日（月） 

 

４月23日（金） 

４月27日（火） 

４月21日（水） 

１日～15日生まれ 16日～末日生まれ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

内　科 

外　科 
小児科 

（外科系を除く） 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

 
�０４６（２５２）９０９０ 

 

 
�０４６（２５５）９９３３ 

◆深　夜 
診療科目 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 
小児救急情報センター�０４６（２５５）９９３３でご確認ください。 午後10時～翌日午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌日午前８時 

※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。 
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。 

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 
小児科 

（外科系を除く） 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 
午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 

 

�０４６（２５５）９９３３ 

受付時間 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

予BCG接種 保健康相談

保個別健康相談

予ポリオ投与

保育児相談

市では、子育て中の皆さんを対象に、地域での子
育て支援（応援）情報や活動の紹介、仲間づくりや
子育てしやすい環境づくりを一緒に考えていくため
の機会をつくり、共に学び合うことを目的とした
「子育てフェスティバル」を実施します。
子育て支援センターやサロンでのつながりや、皆

さん独自のネットワークを生かしたアイディアや情
報を持ち寄って形にしてみませんか。子育て中の方
や子育てを応援する方は、ぜひご応募ください。

○活動期間　６月～平成23年１月（月１、２回の会
議を予定）

○内　容　平成23年１月28日（金）の第11回子育て
フェスティバルの企画、運営、開催

○定　員　15人程度
○申込方法　５月14日（金）までに電話またはファ
クスで担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

市では、平成22年度「保健衛生のお知らせ」を
３月下旬以降、自治会を通じて各世帯に配布しま
した。この冊子には、今年度に実施する各種健診
や予防接種、健康相談などの日程のほか、医療機
関の一覧や医療助成制度を紹介しています。自治
会に未加入の方は、市役所１階保健医療課および
市民情報コーナー、各出張所で入手できますので
ご利用ください。
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

▽とき＝①５月12日（水）②13日（木）
③19日（水）いずれも午後１時30分～
４時▽ところ＝①③厚木保健福祉事務
所②座間市役所１階保健医療課▽内
容＝心の病気の治療や再発予防につい
ての相談（アルコール・薬物・シンナ
ーなどの依存症の相談も行います）と
認知症についての相談▽申込方法＝電話予約

▽とき＝５月11日、25日いずれも火曜日午前９時30分
～午後４時▽内容＝病気のある方などの食事に関する
相談▽申込方法＝電話予約

▽とき＝５月６日（木）午後１時30分～２時▽対象＝
心身に障害のある方▽申込方法＝電話予約

▽とき＝５月25日（火）午後１時30
分～２時▽内容＝簡単な歯肉チェッ
クとブラッシング指導▽対象＝40歳
未満の方、妊婦の方▽申込方法＝電
話予約

▽とき＝５月13日、20日いずれも木曜日午後１時15分
～２時45分（電話相談は随時）▽申込方法＝電話予約

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所�046（224）1111

専門医による精神保健相談および認知症相談

栄養専門相談

障害児者のための歯科相談

歯ぐき検診

エイズ無料検査

� ６月４日（金） 市民健康センター 
� 　　10日（木） 市公民館 
� 　　14日（月） 市民健康センター 
� 　　22日（火） 東地区文化センター 
� ７月３日（土） 市民健康センター 
� 　　８日（木） ひばりが丘南児童館 
� 　　15日（木） 市民健康センター 
� 　　28日（水） 北地区文化センター 
	 ８月６日（金） 市民健康センター 

 　　17日（火） 市民健康センター 
� 　　26日（木） 東地区文化センター 
� ９月６日（月） 市民健康センター 
 　　17日（金） 北地区文化センター 
� 　　21日（火） 市民健康センター 
� 　　29日（水） 市公民館 
� 10月４日（月） ひばりが丘南児童館 
� 　　16日（土） 市民健康センター 
� 　　22日（金） 東地区文化センター 
� 　　28日（木） 市民健康センター 
� 11月２日（火） 市民健康センター 
� 　　９日（火） 市公民館 
� 　　13日（土） 市民健康センター 
� 　　18日（木） 北地区文化センター 
� 　　24日（水） 市民健康センター 

検診日 検診場所 

胃がん・大腸がん集団検診
○とき・ところ　下表のとおり
○検査内容　▼胃がん＝問診、胃部X線間接撮影
▼大腸がん＝問診、便潜血反応検査

○対　象　４月１日現在で40歳以上
○集合時間　▼市民健康センター＝午前８時45分
～11時▼市民健康センター以外＝男性は午前９
時～９時45分、女性は午前９時45分～11時（申
込状況によっては変更有り）

○受診料　胃がん1,000円、大腸がん500円
○申込方法　①～⑧は５月６日（木）～17日（月）、
⑨～�は７月１日（木）～15日（木）、�～�
は９月１日（水）～15日（水）に電話で担当へ

※申込期間内でも、定員になり次第締め切ります。

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043
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市
の
平
成
二
十
二
年
度
当
初

予
算
が
、
三
月
の
市
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
の
予
算
額
は
、
三
百
三
十

七
億
四
千
七
百
三
十
七
万
四
千

円
（
表
１
参
照
）。
前
年
度
当

初
予
算
額
に
対
し
て
、
七
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
、
二
十
四
億
七
千

四
百
六
十
九
万
九
千
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
新
た
に
支
給
さ

れ
る
子
ど
も
手
当
な
ど
の
費
用

に
よ
る
増
額
分
。
こ
の
子
ど
も

手
当
を
除
い
た
場
合
の
予
算
額

は
、
前
年
度
に
対
し
て
、
一
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
億
二
千
七

万
六
千
円
の
増
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
額
に
五
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

の
予
算
額
を
加
え
た
市
の
予
算

総
額
は
、
五
百
九
十
二
億
二
千

六
百
七
十
六
万
一
千
円
。
前
年

度
当
初
予
算
額
に
対
し
て
二
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
、
十
六
億
四
千

八
百
八
十
八
万
三
千
円
の
増
に

な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収

入
の
う
ち
個
人
市
民
税
に
つ
い

て
は
、
雇
用
状
況
の
悪
化
や
所

得
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ
り
、

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
、
ま

た
、法
人
市
民
税
に
つ
い
て
も
、

円
高
進
行
な
ど
に
よ
り
、
輸
出

を
柱
と
す
る
大
規
模
法
人
を
中

心
と
し
た
収
益
の
悪
化
か
ら
、

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
景
気
低

迷
に
伴
う
雇
用
悪
化
に
よ
る
、

生
活
保
護
費
な
ど
の
伸
び
や
、

新
た
に
創
設
さ
れ
た
子
ど
も
手

当
に
よ
っ
て
、
扶
助
費
の
予
算

額
が
九
十
一
億
五
千
九
百
五
十

一
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
年
度
当
初
予
算
額

に
対
し
て
、
三
五
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
、
二
十
四
億
円
の
増
に
な

り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

大
幅
な
市
税
の
減
収
と
扶
助

費
な
ど
の
大
幅
な
増
に
よ
る
財

源
不
足
額
は
、
歳
出
事
業
全
般

を
見
直
す
と
と
も
に
、
地
方
交

付
税
お
よ
び
地
方
交
付
税
の
振

替
措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
な
ど
で
補
て
ん
を
し
、
市
民

生
活
に
密
接
す
る
事
業
分
野
に

重
点
的
に
配
分
す
る
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
平
成
三
年
度
に

●用語解説 
歳　入 

歳出（性質別） 

市 税  

国 庫 支出金  

市 債  

県 支 出 金  

地 方 交付税
 

 

地 方 消 費税  

交 付 金
 

 

繰 越 金  

繰 入 金  

人 件 費  

物 件 費  

維持補修費 

扶 助 費  

補 助 費 等  

 

そ の 他  

 

投資的経費 

性
　
質
　
別 

市民税や固定資産税などの市に納められた税金 

国から交付される補助金や負担金など 

公共施設の整備などをするときに借りる市の借金 

県から交付される補助金や負担金など 

国税として納められた後、地方公共団体の財政需要

により配分される税金 

県に納められた地方消費税の２分の１に相当する額

を、市町村の人口および従業員数で案分して、各市

町村に交付されるお金 

前年度から繰り越したお金 

積み立てられた資金などから引き出したお金 

市職員給与、市議会議員報酬などの経費 

臨時職員賃金、業務委託料などの経費 

公共用施設などの維持補修するための経費 

生活保護、医療扶助などに支出される経費 

委託料、負担金、補助金、交付金などの経費 

市の借金の元金と利子を支払うための公債費や一般

会計と特別会計の間で相互に支出される繰越金など

の経費 

道路の整備や公共施設建設のための普通建築事業費

などの経費 

※歳出（目的別）の用語については、「市民一人当たりの年間支出」
を参照してください。 

策
定
さ
れ
た
第
三
次
座
間
市
総

合
計
画
の
将
来
都
市
像
「
み
な

ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
が
調
和

す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
を
実

現
す
る
た
め
の
総
仕
上
げ
の
年

度
で
あ
り
、
次
に
掲
げ
る
八
つ

の
柱
に
沿
っ
て
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当

財
政
課

�
０
４
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２
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区　　　　　分 増　減 増減率（％） 

平成22年度会計別予算 表１ 

平成22年度 平成21年度 

（千円） 

31,272,675 

31,272,675 

12,539,384 

16,201 

5,004,998 

3,687,398 

4,821,538 

824,152 

23,206,273 

21,888,673 

3,098,930 

57,577,878 

57,577,878 

56,260,278 

56,260,278

2,474,699 

320,076 

502,124 

△ 14,790 

△ 1,556,483 

△ 238,883 

297,831 

28,445 

△ 742,873 

574,727 

△ 82,943 

1,648,883 

△ 505,740 

2,966,483 

811,860

33,747,374 

31,592,751 

13,041,508 

1,411 

3,448,515 

3,448,515 

5,119,369 

852,597 

22,463,400 

22,463,400 

3,015,987 

59,226,761 

57,072,138 

59,226,761 

57,072,138

7.9 

1.0 

4.0 

△ 91.3 

△ 31.1 

△ 6.5 

6.2 

3.5 

△ 3.2 

2.6 

△ 2.7 

2.9 

△ 0.9 

5.3 

1.4

一 般 会 計  

（子ども手当2,154,623千円を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 道 事 業 会 計  

合 　 　 計  

　 （子ども手当を除く） 

　　　（借換債を除く） 

（子ども手当および借換債を除く） 

国民健康保険事業 

老 人 保 健  

公共下水道事業 

　（借換債を除く） 

介 護 保 険 事 業  

後期高齢者事業 

小 　 　 計  

　（借換債を除く） 

特 

別 

会 

計 

※借換債とは、現在償還中の地方債を利率など条件の良い地方債に借り換えることです。 

歳出（性質別）対前年度比較 表２ 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

人件費 物件費 維持 
補修費 

扶助費 補助費等 その他 投資的 
経費 

億円 

21年度 

22年度 

高齢者や障害者への生活
支援、保育所の運営など
福祉のための経費 

102,908円 

民生費 

 
企画・立案や内部管理に 

34,163円 

総務費 

 
市が借りたお金の返済に 

28,747円 

公債費 

 
ごみ処理などの生活環境
の推進に 

27,612円 

衛生費 

道路や公園など公共の場
の整備に 

27,419円 
土木費 

学校教育、文化・スポー
ツの充実に 

26,263円 
教育費 

安全を守る消防や救急業
務に 

11,979円 
消防費 

商業や農業の振興、議会
運営に 

5,461円 
その他 

市民一人当たりの年間支出　　　　　　　　　　　　　　　　 歳出合計　264,552円 

本市の将来像である「みなぎる活力とやすらぎが調和するときめきのまち」
の実現に向けた八つの柱を定め、より効率的で質の高い行政サービスの提供
ができるよう、目標に沿って次のとおり事業を展開していきます。

地域防災の充実と自然災害時の情報伝達手段の強化をするととも
に、自主防災組織、消防団、警察などと連携を深めて、安全・安心
な地域社会の実現を目指します。
○消防署消防車両更新事業（8,400万円）

15メートル級のはしご付消防自動車を更新します。
○放置自転車禁止指導員配置事業（1,100万円）

歩行者の安全とまちの景観を守るため、駐輪マナーの指導員を
配置します。

○ＬＥＤ防犯灯整備事業（100万円）
照度アップによる犯罪抑止効果と環境負荷の削減を目指し、

LED電球の防犯灯を一部区間に試行的に設置します。
○防災訓練事業費（100万円）

県と合同で防災訓練を実施します。

貴重な地下水と湧水
ゆうすい

の保全、そして、起伏に富み良好な景観の保
全と景観形成の促進および緑の保全に努めるほか、地球に優しい環
境負荷の低減を進めます。
○桜並木維持管理事業（6,000万円）

市民との協働で相模が丘桜並木整備
実施設計（老木化した桜並木の再生整
備など）を進めます（うち2,500万円）。

○住宅用太陽光発電設備設置助成事業
（700万円）
１kw当たり２万円を助成します（上限3.5kw・７万円）。

○（仮称）ひまわり環境システム推進事業（40万円）
環境負荷を低減するため、環境管理システムを運用開始します。

保健・医療・福祉施策の充実に努めるとともに、少子化対策、子
育て支援についても積極的に事業を推進し、だれもが安心して健康
に暮らせる「まち」の実現を目指します。
○民間保育所整備助成事業（１億4,000万円）

待機児童の解消を目指し、民間保育園の
建設補助をします。

○高齢者火災警報器助成事業（700万円）
非課税の一人暮らしまたは高齢者のみの

世帯に対して火災警報器の設置を助成しま
す。

○がん検診事業（7,600万円）
女性特有のがん検診を継続実施します。

安全で快適性のある都市基盤整備による都市空間の創出と、利便
性あふれる交通体系の推進に努めるとともに、貴重な地下水を主水
源とする水道事業の円滑な運営を進めます。
○小田急相模原駅周辺地区市街地再開発事業（１億5,000万円）

相模が丘五丁目優良建築物（民間）の建設を補助します。
○施設点検パトロール要補修道路側溝整備事業（１億6,000万円）

座間小学校北側通学路を整備します（うち9,000万円）。
○都市マスタープラン改定事業（500万円）

新総合計画の改定に伴い、平成13年度に策定した同マスタープ
ランを見直します。

心豊かな子どもたちを育む学校教育、市民が日常生活の中で学
べる生涯学習の充実、スポーツレクリエーション活動やこれまで
伝承されてきた芸術文化の推進を目指します。

○中学校施設耐震化事業（9,400万円）
相模中学校体育館等耐震工事を実施します（平成23年度までに

全校耐震化終了予定）。
○中学校施設整備事業（１億2,000万円）

栗原中学校北棟便所改修などを実施します。
○小学校施設整備事業（１億7,000万円）

栗原小学校2号棟便所改修などを実施
します。

○市公民館大規模修繕事業（2,300万円）
窓、便所、音響設備の改修を行い、

利用者の安全およびサービスの向上を
図ります。

商工業や都市農業の振興を図るとともに、後継者育成や事業者の
活動拠点づくりの支援、勤労者の生活安定などに取り組み、生産環
境と居住環境が調和した活力ある「まち」を目指します。
○商工業実態調査委託事業（1,100万円）

市内商工業の実態調査を行い、地域活性化の基礎資料とします。
○観光基盤整備事業（500万円）

各種イベントを実施するなど、観光
資源を発掘・創造します。

○地産地消促進事業費（200万円）
ざま市民朝市生産者連絡会運営補助

や出荷奨励補助などにより、地元直売
施設や学校給食への出荷を促進します。

地方分権型社会の一層の推進が求められる中、市民への積極的な
情報開示や分かりやすい情報の提供を行い、市民との協働による公
共サービスの提供やまちづくりを進めます。
○広報発行事業（2,000万円）

新総合計画策定に併せた臨時特集号などを発行します。
○市民活動サポートセンター運営事業（800万円）

市民活動による情報の提供を行い、市民活動の活発化および協
働のまちづくりの担い手の養成をします。

○国際交流事業（500万円）
国際姉妹都市の米国テネシー州スマーナ市への派遣交流をしま

す。

基地の整理・縮小・返還を基本姿勢とし、基地返還促進等市民連
絡協議会と連携し、国の責任ある対応を強く求め、その着実な具現
化を図る取り組みを進めます。
○キャンプ座間一部返還地有効利用の検討（80万円）

キャンプ座間一部返還地の有効利用について検討をします。
○基地返還促進等市民連絡協議会運営事業費（30万円）

基地の整理・縮小・返還の促進および負担の軽減策などに関す
る事項を協議します。

歳　入 歳出（目的別） 

一般会計歳入歳出構成図 

歳入総額 
337億4,737万4千円 

歳出総額 
337億4,737万4千円 

民生費 
131億2,741万7千円 
　　38.9％ 

総務費 
43億5,792万円 
12.9％ 

公債費 
36億6,708万2千円 
10.9％ 

衛生費 
35億2,226万1千円 

10.4％　 

　　　土木費 
34億9,769万9千円 
　　　　10.4％ 

教育費 
33億5,024万9千円 

9.9％ 
民生費 
131億2,741万7千円 
　　38.9％ 

総務費 
43億5,792万円 
12.9％ 

衛生費 
35億2,226万1千円 

10.4％　 

　　　土木費 
34億9,769万9千円 
　　　　10.4％ 

教育費 
33億5,024万9千円 

9.9％ 

消防費 
15億2,804万5千円 

4.5％ 

その他 
6億9,670万1千円　2.1％ 

その他市税 
18億368万8千円 
5.3％ 

市債 
31億7,071万6千円 
9.4％ 

市民税 
83億2,155万8千円 
　 24.7％ 

　固定資産税 
72億603万5千円 
21.3％ 

国庫支出金 
56億1,612万5千円 

1616.6％ 

県支出金 
18億7,581万2千円 
5.6％ 

市債 
31億7,071万6千円 
9.4％ 

市民税 
83億2,155万8千円 
　 24.7％ 

　固定資産税 
72億603万5千円 
21.3％ 

国庫支出金 
56億1,612万5千円 

16.6％ 

県支出金 
18億7,581万2千円 
5.6％ 

地方交付税 
12億4,577万9千円 
3.7％ 

地方消費税交付金 
10億5,584万3千円 
3.1％ 

その他 
22億6,799万1千円 
6.8％ 

繰越金 
6億9,800万円 
2.1％ 

繰入金 
4億8,582万7千円 
1.4％ 

太陽光発電設備

住宅用火災警報器

市公民館

ひまわりまつり
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

小・中学生の保護者で経済的にお
困りの方を対象に、就学費用の一部
を援助しています。援助内容は、学
用品や給食、医療、校外活動、修学
旅行などに掛かる費用です。
対象者の条件や申込方法など詳し

くは、学校を通じて保護者に配布さ
れる「就学援助制度のお知らせ」を
ご覧ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

○と　き　４月21日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○申込方法　直接または電話、ファ
クスで担当へ

※傷害保険に加入していますが､免
責事項や保険の支払額を超える場合
は､自己負担になります｡また､送迎
や身体介護はしません｡
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

各競技とも、障害の種別ごとに分
かれていますので、初心者でも奮っ
てご参加ください。
○と　き　６月６日（日）午前９時
30分～午後３時

○ところ　県立体育センタースポー
ツアリーナ（藤沢市善行７-１-２）

○競技種目　身体・知的障害者卓
球、サウンドテーブルテニス

○申込方法　５月６日（木）までに
直接または電話で担当へ（聴覚障
害者のみファクスも可）

担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

補装具巡回相談は、相模原市の政
令指定都市への移行に伴い、次の場
所でのみ行うことになりました。
○相談場所　厚木市総合福祉センタ
ー（厚木市中町１-４-１�046
（225）2525）
○受付時間　午後１時～２時
※予約制ですので、利用される方は
必ず事前に担当にご連絡ください。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　５月19日～６月16日毎週
水曜日午後１時30分～３時（全５

回）
○ところ　①②⑤ハーモニーホール
座間（市民文化会館）大会議室③
④市役所５階５－１会議室

○内　容　立正大学の選りすぐりの
各教授がアメリカを政治・経済・
福祉・文化芸術の各方面から探る
①昨今の世界経済とマーケットの
展望②アメリカ大型財団の活動か
ら見た企業の社会貢献③アメリカ
古典文学の魅力を探る④映画に観
るアメリカ文化－異人種間の恋愛
と婚姻－⑤アメリカ政治と民族－
オバマ大統領誕生の背景－

○講　師　①経済学部教授　林康史
さん②社会福祉学部教授　溝口元
さん③文学部教授　齊藤昇さん④
経済学部教授　小澤奈美恵さん⑤
法学部教授　早川誠さん

○定　員　50人（申込順）
○受講料　無料
○申込方法 氏名、住所、電話番号
を電話またはファクスで担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　５月21日（金）午前９時
～午後５時

○ところ　ヴェルクよこすか６階ホ
ール（横須賀市日の出町１-５）

○対　象　甲種防火管理者の資格を
取得している方で、これから防災
管理者になる予定の方

○定　員　190人（申込順）
○受講料　7,000円（テキスト代）
○申込方法　担当、東・北分署に備
え付けの申請書に必要事項を記入
し、土曜・日曜日を除く４月16日
（金）～19日（月）に申請書記載
の提出先へ持参またはファクス
※払い込み方法は「郵便振り込み」
です。

担当 消防本部予防課
�046（256）2187 �046（256）3225

○と　き　５月25日（火）、26日（水）
午前９時～午後４時（全２回）

○ところ　神奈川県電気工事会館
（横浜市中区三吉町４-１）
○対　象　防災管理点検報告対象物
を点検するための資格者

○定　員　180人（申込順）
○受講料　22,000円（テキスト代）
○申込方法　担当に備え付けの申請
書に必要事項を記入し、４月26日
（月）～５月13日（木）に申請書
記載の提出先へ提出

担当 消防本部予防課
�046（256）2187 �046（256）3225

◆第29回公民館まつり
○開催日　５月21日（金）～23日（日）
【一般展示作品の募集】
○応募資格　原則として座間、入谷、
新田宿、四ツ谷、明王、立野台の
在住・在勤者

○募集規定　▽俳句・俳画＝近作雑
詠一人２句まで（俳句はＡ３まで

の短冊・俳画は色紙使用）▽短
歌＝近作雑詠一人１首まで（色紙
使用）▽川柳＝自由題一人２句ま
で（短冊使用）▽絵画・版画＝一
人１点、日本画・洋画・版画形式
（Ｆ10サイズ以内で額縁などはガ
ラス不可、掛軸は丈１メートル以
内）▽彫塑・工芸＝一人１点、展
示可能な作品▽書道＝形式などは
自由で一人１点、毛筆・硬筆（仮
表装などの場合は丈１メートル以
内）▽写真＝一人１点、白黒・カ
ラー（パネル・額縁などのサイズ
はキャビネ～四つ切・ワイド四つ
切まで）▽手工芸＝一人１点、展
示可能な作品
※作品には題名、住所（市民以外
の在勤者は事業所名を明記）、氏
名（雅号の場合には本名を必ず併
記）、年齢、電話番号などを明記
のこと。

○受付日時　５月８日（土）、９日
（日）午前10時～午後４時
○受付場所　市公民館２階資料室
○作品の搬入・搬出　▽搬入＝５月
20日（木）▽搬出＝５月23日（日）
午後４時～６月６日（日）午後５
時（月曜日を除く）

【バザーにご協力を！】
祭り当日にバザーと古本市を開催

します。ご不要の品（新品に限る。
飲食物は不可）・本がありましたら、
５月１日（土）～16日（日）に市公
民館にご持参ください。なお、お持
ちいただいた品物のバザー後の処理
については一任願います。

◆北文おもちゃ病院
○と　き　５月８日（土）午前10時
～正午（11時30分受付終了）

○内　容　家にある壊れたおもちゃ
の修理
※修理できない物もあります。
○対　象　小学生以下（保護者同伴）
○費　用　無料
※部品代など一部実費負担。
○定　員　20人（先着順）
○申込方法　当日直接同センターへ
◆子育てわくわく学級～もっと豊か
に　もっと楽しく　笑顔のママに
大変身～

○と　き　５月21日～７月16日毎週
金曜日午前10時～11時45分（全９
回）

○内　容　仲間作り、イライラから
テキパキへ、時短料理、笑顔のマ
マに、大切なあなた、絵本を楽し
むなどをテーマに子育て中の仲間
と学びあう学級

○講　師　あらかわ菜美さん、菅谷
洋子さん、實吉明子さん、藤野知
弘さん

○定　員　25人（申込順）
○参加費　無料（４回目の材料費
500円は必要）

○保　育　有り（おやつ代９回分一
人450円）
※５月14日（金）に保育説明会。
○申込方法　４月30日（金）までに電
話またはファクスで同センターへ

小・中学校の就学費用を援助

◆「親子で畑仕事」受講生募集
同センターでは、市内の畑を借り

て「サツマイモ作り体験教室」を行
います。
○と　き　５月22日～10月16日毎月
第４土曜日（５月22日は午前10時
～正午）

○ところ　相模が丘一丁目の畑
○内　容　苗植え、草取り、収穫（焼
き芋などの調理）

○持ち物　水筒、着替え、帽子ほか
○対　象　市内在住の小学生と親
○定　員　10組30人程度（申込順）
○参加費　一家族1,000円
○申込方法　４月30日（金）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆第５回親子でバドミントン
○と　き　５月８日（土）午前９時
30分～11時30分（午前９時開場）

○内　容　ウオーミングアップ、基
本練習、親子対抗ダブルスゲーム

○対　象　小学生と保護者（同伴厳
守）

○定　員　30組（申込順）
○参加料　500円（二人一組）
○持ち物　運動のできる服装、室内
用運動靴、タオル、バドミントン
ラケット（お持ちの方）

○申込方法　５月７日（金）までに
参加料を添えて直接体育館へ（現
金の取り扱いは午後５時まで。電
話予約可。ただし１週間以内に入
金を）

◆サマーアイランド
子ども・おとな実行委員募集
夏休み恒例の祭り「サマーアイラ

ンド」の実行委員を募集します。
○と　き　５月８日（土）～９月、
毎月１～２回程度（５月８日は午
前10時～正午）

○内　容　祭りの企画・運営
○対　象　小学４年生以上
○申込方法　５月７日（金）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆ほんとうにはじめてのパソコン講
座

○と　き　５月９日～30日毎週日曜
日午前９時30分～午後０時30分
（全４回）
○内　容　パソコンの機能を知り、
メールやインターネットを体験す
る

○対　象　パソコン初心者（市公民
館、地区文化センターでパソコン
講座の未受講者に限る）

○定　員　16人（多数抽選）
○持ち物　筆記用具
○参加費　1,850円（テキスト代ほか）
○講　師　座間市パソコンサポート
クラブ

○申込方法　４月25日（日）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆ミドルからはじめる軽登山
めざせスローなクライマー
○と　き　①５月８日②22日③６月
５日いずれも土曜日午後１時30分
～３時30分④６月12日（土）⑤７
月11日（日）午前８時30分～午後
５時（全５回）

○内　容　中・高年から登山を安全
に始めるための知識と技術を学
び、登山実習を行う

○ところ　①～④東地区文化センタ
ー⑤静岡県富士宮市

○対　象　40歳以上の方
○定　員　30人（申込順）
○持ち物　筆記用具
○参加費　無料（交通費などは実費
負担）

○申込方法　５月７日（金）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆感謝の花をアレンジメント
○と　き　５月８日（土）午前10時
～正午

○内　容　母の日のプレゼントにフ
ラワーアレンジメントを作る

○講　師　県立中央農業高等学校フ
ラワーデザイン部顧問　松山明彦
さん

○対　象　市内在住の小学生
○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　650円（材料代）
○持ち物　筆記用具、手ふき用タオ
ル、作品を持ち帰るための袋

○申込方法　４月23日（金）までに
往復はがき（１枚に一人）に氏名
（ふりがな）、学年、住所、電話番
号、「感謝の花参加希望」と明記
の上、同センターへ郵送するか、
直接の場合は返信用はがきを持参

◆こどもの日スペシャル！
○と　き　５月５日（水）午前10時
～午後３時

○内　容　折り紙、ビーズ、ボール
遊び、ミニクッキング（先着10人、
費用200円）ほか

○対　象　市内在住の小学生
○入　場　自由
【ボランティア募集】
市内在住・在学の中学・高校・大

学生で折り紙、ビーズ、ボール遊び、
ミニクッキングなどのお手伝いをし
ていただけるボランティアを募集し
ます。
○と　き　５月５日（水）午前９時
30分～午後３時

○募集人数　10人程度
○応募方法　５月１日（土）までに
氏名、年齢（学校）、住所、電話
番号を直接または電話、ファクス
で同館へ

◆トライ！ペーパーフロアーホッケ
ー

○と　き　５月23日（日）午後１時
～４時

○内　容　新聞紙でスティックを作
り、扱い方やルールを学びゲーム
を楽しむ

○講　師　�どんぐりクラブ　佐藤
宏毅さんほか

○対　象　市内在住の小学生と保護
者

○定　員　24人程度（多数抽選）
○参加費　無料
○持ち物　新聞紙２日分、牛乳パッ
ク（立体のまま）２本、布ガムテ
ープ、靴下

○申込方法　４月30日（金）までに

往復はがきまたはファクス用紙に
氏名（ふりがな）、学年（年齢）、
住所、電話（ファクス）番号、
「トライ！ペーパーフロアーホッ
ケー」と明記の上、同センターへ
郵送・電送するか、直接の場合は
返信用はがきを持参

◆子どもシアター
○と　き　４月25日（日）午前10時
30分～正午

○内　容　｢ちびまる子ちゃんの地
震を考える｣「六人のごうけつ｣
「くまの子ウーフ」
○入　場　自由
※フィルムなどの事情により一部変
更になる場合があります。

１月１日～３月31日
（物件事故を含まず）

※火災・災害情報の問い合わせは、
テレホンサービス�046（251）1399へ。

◆小児医療事務臨時職員
○募集人数　１人
○業務内容　小児医療費助成事務
○勤務期間　５月10日（月）～平成
23年３月31日（木）

○勤務場所　市役所１階保健医療課
○勤務日時　月曜日～金曜日の午前
８時30分～午後５時15分

○賃　金　市規定による
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項を記入し、４
月26日（月）までに本人が直接担
当に持参

担当 保健医療課
�046（252）7213 �046（252）7043

◆市民芸術祭開催事務等非常勤職員
○募集人数　１人
○業務内容　市民芸術祭開催事務、
文化団体育成事務などの補助

○勤務期間　５月６日（木）～平成
23年３月31日（木）

○勤務場所　市役所５階生涯学習推
進課

○勤務日時　月曜日～金曜日のうち
３日、午前10時30分～午後５時15
分（土曜・日曜日、祝日に勤務日
を振り替える場合有り）

○賃　金　市規定による
○選考方法　書類審査、面接
○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項を記入し、４
月23日（金）までに本人が直接担
当に持参

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

◆ファミリー・サポート事業協力会
員

○応募資格　20歳以上で心身共に健

康な市内在住者
○業務内容　生後３カ月～小学３年
生（障害のある子どもは小学６年
生）の送迎や一時預かりなど

○勤務時間　午前６時30分～午後９
時の中で協力可能な時間
※担当で実施する講習会受講後の
勤務となります。

○報　酬　30分550円
○応募方法　電話連絡の上、直接担
当へ

担当ファミリー・サポート事業担当
（市社会福祉協議会内）

�046（266）2003 �046（266）2017

○防衛省南関東防衛局からのお知ら
せ
厚木飛行場周辺の告示後住宅（昭

和61年９月11日以降に建設した住
宅）に対する防音工事について、助
成対象となる住宅の建築年月日が
“平成３年９月10日まで”から“平
成８年９月10日まで”に変更になり
ました。該当する期間に住宅を建て
て、次の地域にお住まいの方は「住
宅防音工事希望届」を問い合わせ先
に提出してください。
【対象地域】
ひばりが丘一丁目32番、61番～63番、
79番～82番、84番
ひばりが丘二丁目72番、73番
ひばりが丘三丁目29番～34番、41番
▽問い合わせ先＝南関東防衛局住宅
防音課�045（211）7138
○水田農家に戸別所得補償モデル対
策
米の生産数量目標に従って米を生

産・販売した方や、水田で麦・大豆
などを生産・販売した方へ助成を行
ないます。▽水田利活用自給力向上
事業＝水田を有効活用し、麦・大
豆・米粉用米・飼料用米などを生
産・販売する場合、主食用米と同等
の所得を確保できるよう助成▽米戸
別所得補償モデル事業＝米の生産数
量調整の配分に従って作付する主食
用米の作付面積に応じて、10�当た
り１万５千円を交付▽問い合わせ
先＝関東農政局神奈川農政事務所�
045（211）7176
○高座施設組合屋内温水プール５月
水泳教室
高座施設組合屋内温水プールで

は、各種水泳教室を開催します。詳
細、申し込みはプール直通電話�
046（238）8780へご連絡ください。▽
問い合わせ先＝高座清掃施設組合企
画財政課�046（238）2094
○県が「政策提案」と「公募審査委
員」を募集
県では、県民の皆さんやＮＰＯ・

企業などの団体から、県が実施する
政策の提案を募集しています。併せ
て提案の審査に参加いただく委員の
募集をしています。詳しくは県政情
報センターなどに置かれた募集案
内、県ホームページをご覧ください。
▽問い合わせ先＝県政策研究・大学
連携センター～シンクタンク神奈川
�045（411）2580
○おーいみんなおいで！小さな子大
きな子いっしょに遊ぼうよ

▽とき＝４月17日（土）午前10時～
11時30分▽ところ＝サニープレイス
座間▽内容＝指人形、糸電話ほか楽
しい遊び、子育て相談▽参加費＝無
料▽申込方法＝当日直接会場へ▽問

い合わせ先＝市社協ボランティアセ
ンター�046（266）2002
○傾聴を学ぶ体験をしよう
▽とき＝４月17日（土）午後１時～
３時▽ところ＝サニープレイス座間
講習室▽内容＝話し手に向き合い心
を込めて聴く体験▽定員＝10人（先
着順）▽参加費＝無料▽申込方法＝
当日直接会場へ▽問い合わせ先＝
「傾聴を学び実践する会」ラポール
の会�046（255）7300（高橋）
○冒険遊び場体験～いちにちプレイ
パーク

▽とき＝４月24日（土）午前９時～
午後３時▽ところ＝芹沢公園の一画
▽内容＝「自分の責任で自由に遊ぶ」
をモットーに体を使って元気に遊ぶ
▽参加＝自由▽服装＝汚れても良い
服装で▽問い合わせ先＝座間にプレ
イパークを作る会�090（2656）2943
（田坂）
○ざま弦楽アンサンブル第14回ふれ
あいコンサート

▽とき＝４月25日（日）午後２時～
４時▽ところ＝ハーモニーホール座
間▽内容＝パッサカリアとフーガ
（バッハ）、弦楽八重奏曲（メンデル
スゾーン）ほか▽入場料＝500円
（中学生以下と60歳以上は無料）▽
申込方法＝当日直接会場へ▽問い合
わせ先＝�046（251）3850（平尾）
○エコと座間を知ろう!!
▽とき＝４月29日（木）午前９時30
分～午後２時▽ところ＝かにが沢公
園（緑化祭り内座間青年会議所エコ
ブース）▽内容＝エコ・郷土愛に対
する意識を掲示▽その他＝エコキャ
ップの多数持参者にプレゼント▽問
い合わせ先＝同会議所�090（4361）
6223（長谷川）
○目久尻川クリーンアップ大作戦
多くの皆さんと共にふるさとの川

「目久尻川」をきれいにしたいと思
います。ご参加をお願いします。▽
とき＝５月９日（日）午前９時～正
午（雨天時は16日）▽作業場所＝前
田橋～寒川橋▽集合場所＝上栗原
橋、栗原交差点三叉路広場のいずれ
か▽服装＝汚れても良い服装で（軍
手、ごみ袋は同会で用意）▽問い合
わせ先＝座間のホタルを守る会�
046（254）6606（脇田）
○初心者弓道教室
▽とき＝５月９日～６月27日毎週日
曜日（６月20日を除く全７回）午後
１時30分～３時30分▽ところ＝スカ
イアリーナ座間▽対象＝16歳～65歳
▽定員＝20人（申込順）▽受講料＝
5000円▽申込方法＝往復はがきに住
所、氏名（ふりがな）、生年月日、職
業（学年）、電話番号、経験者は段
級位を記入の上４月30日（金）まで
に郵送▽申込先＝〒252-0012座間市
広野台1-11-5座間市弓道協会　木村
嘉興▽問い合わせ＝�046（255）8595
（木村）
○座間市総合体育大会剣道競技の部
▽とき＝６月６日（日）午前９時～
午後５時▽ところ＝スカイアリーナ
座間▽種目＝個人戦（小学１・２年
生、小学３・４年生、小学５・６年
生男子、小学５・６年生女子、中学
生男子、中学生女子、高校生男子、
高校生女子、一般）団体戦（３人制、
中学校男女別）▽対象＝市内在住・
在勤・在学者、市剣道連盟会員▽参
加費＝個人戦800円、団体戦無料▽
申込方法＝５月14日（金）までに郵
便または電話で▽申込先＝〒242-
0006大和市南林間７-25-11�046
（273）0406（土田真彦）

消防・救急車出動件数

身体障害者補装具巡回相談
相談場所が一部変更

障害者スポーツ教室

県障害者スポーツ大会

立正大学デリバリーカレッジ
「アメリカの現在・過去・未来」

防災管理新規講習会

防災管理点検資格者講習

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒252-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

スカイアリーナ座間
（市民体育館）

�046（255）0077 �046（255）1188
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市の伝統行事、大凧まつりが今年も５月４日（火）、５日（水）に開催
します。当日の掲揚を控え、現在、準備は着々と進み、去る３月28日には、
本番となる会場の相模川グラウンドで骨組み作業が行われました。この骨
組み作業は、大凧を安定して掲揚するためにとても重要な作業で、当日は
大凧保存会（鹿野正士会長）を中心に作業が行われました。
なお、４月17日（土）の午後６時からは、座間小学校体育館で凧文字書

きが行われます。体育館いっぱいに敷き詰められた和紙に凧文字が書き入
れられる様子を、ぜひ会場でご覧ください。

骨組みに使う竹は、太さ約８センチから10センチの男竹と女竹で、使
う本数は約150本必要です。

使われる紙は凧用の特別な手すき和紙（見開きの新聞紙大）で、全部で
250枚使用します。
さらに、この和紙を張り合わせ、縦1.7メートル・横6.6メートルの大

きさの和紙を16枚作り、16枚の和紙の四隅に約1センチメートルの太さ
の縄を入れのりで張ります。

体育館に16枚の紙を並べ、小さな見本を見ながら文字を書きます。座
間の大凧の特徴の一つに、文字凧であるということが挙げられます。右
上に赤色で太陽を、左下に緑色で大地を表す二文字が書かれます。なお、
今年の凧文字は「薫風

くんぷう

」です。

凧が揚がるかは糸目付けで決まるといわれるほど大切です。大凧には、
47本の糸目を付けます。糸目はロープで太さが１センチメートルもあり、
凧が空で前傾になり、しかも左右の下側の糸がたるみをもつように付け
ます。

担当 商工観光課　�046（252）7604 �046（255）3550

鹿野会長（中央）らによる骨組みの仕上が
りのチェックも入念です

市では市国際交流協会に委託して、姉妹都市である米国スマーナ市への中
学・高校生の派遣事業を実施します。これに際し、同年代の青少年がいる家
庭にホームステイをして、学校体験や市民との交流、各種施設訪問などをす
る派遣団員を募集します。多くの皆さんのご応募をお待ちしています。
○派遣時期　８月３日（火）～16日（月）
○派遣先　米国テネシー州スマーナ市
○活動内容　ホームステイによる異文化体験など
○対　象　中学・高校生
○定　員　20人
○応募資格　市内に在住し、次のすべてに該当する健康な方①国際交流に
興味があり、積極的に行動ができる②本市の代表としての自覚を持ち、
協調性に富み、計画に従って規律ある団体行動および生活ができる③保
護者の同意がある④過去に本事業で姉妹都市へ渡航したことがない⑤研
修を含めた日程に参加可能
○費　用　12万円（航空運賃などの諸事情により変更の場合あり）
※パスポート申請、保険、そのほかの個人的な費用は自己負担。

○応募方法　担当または市国際交流協会事務局にある申込書に必要事項を
記入し、４月15日（木）から５月14日（金）までに直接または郵送で〒
252-0027座間市座間２－2887－２商工会館内座間市国際交流協会事務局
へ提出（郵送の場合は締切日消印有効）
○選考方法　第１次選考＝５月30日（日）、第２次選考＝６月６日（日）
○申込・問い合わせ先 座間市国際交流協会事務局（月・水・金　午前９
時から午後４時）��046（251）9000
担当 渉外課　�046（252）8035 �046（252）0220

市では、介護保険事業をはじめ、さまざまな高齢者福祉事業を行なって
いますが、今年度からその一部を変更または廃止します。今回は、具体的
な変更点についてお知らせします。

火災警報器は、新築住宅については平成18年６月１日から、既存住宅に
ついては、平成23年６月１日までに設置することが義務付けられています。
市では、これまでも、設置費用の助成を行ってきましたが、より多くの

方に設置してもらえるよう、対象となる方の条件として「要介護・要支援
の認定者のいる世帯」としていた部分を撤廃します。また、半額助成を全
額助成に変更し、次の対象者には、火災警報器を１世帯につき１台無料で
設置します。
【対象者】
次の①～③すべてに該当する世帯の方
①市内に１年以上居住している世帯
②65歳以上の高齢者のみの世帯
③市民税非課税世帯

【申請の受け付け】
市民税の課税額が確定後、７月上旬に対象となる方に申請方法について

の案内を個別に通知します。

長寿をお祝いし、その年の９月15日現在で、市内に引き続き３カ月以上
居住している高齢者に敬老祝い金・祝い品を贈呈しています。
今年度からは、77歳の方への祝い品の贈呈は行わず、88歳の方には、こ

れまで８千円の祝い金をお贈りしていましたが、祝い品に変更します。な
お、99歳の方、100歳以上の方への祝い金に変更はありません。

平成22年３月末までに、対象者全員に個別に通知しましたとおり、高齢
者マッサージ等助成券支給事業と高齢者入浴券支給事業を廃止します。こ
れまでのご協力に感謝すると共に、事業の廃止についてご理解くださいま
すようお願いいたします。
担当 長寿介護課 �046（252）7127 �046（252）8238

先日、燃えるごみの中に混入していたガラス片に
より、ごみを収集していた市清掃作業員が８針も縫
うけがを負う事故が発生しました。ほかにも、燃え
ないごみの中に注射針が混入していたり、刃物が混
入していたりなどごみの排出ルールが守られずに、
危険物がほかのごみと混ぜて排出されていることが
増えています。
危険物の混入は、収集や選別作業をする清掃作業員にとって大変危険で

す。危険物を排出する際は、排出区分を守り、必ず決められた排出方法に
従ってください。
主な危険物と排出方法については、次のとおりです。

担当 清掃課　�046（252）8724 �046（252）7641

※排出方法や区分の詳細については、担当にお問い合わせ下さい。 

新聞紙で包むなどし、ほかの物とは別に
して見やすいところに「危険物」と書い
て出してください。 
必ず中身を使い切り、穴を開けてから出
してください。 
購入した医療機関などに排出方法をご相
談ください。 

刃物、割れ物、 
ガラス片など 

スプレー缶、 
カセットボンベ 

注射針、点滴の針など 

燃えない 
ごみ 

燃えない 
ごみ 

排出禁止 

品　　名 排出区分 出し方のアドバイス 

火災警報器を無料で１台設置

敬老祝い金・祝い品を見直し

高齢者マッサージ等助成券支給事業、高齢者入浴券支給事業を廃止
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